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東
日
本
高
速
道
路
（
＝
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
本
社
・

東
京
、
由
木
文
彦
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は
２
０
２
２
年
度
、

管
轄
エ
リ
ア
で
大
型
駐
車
ま

す
61
台
分
を
整
備
し
た
。

　
主
な
も
の
で
、
東
北
道
の

佐
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

Ａ
）
下
り
32
台
分
、
三
本
木

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）

下
り
８
台
分
、
長
者
原
Ｓ
Ａ

上
り
７
台
分
、
常
磐
道
の
な

ら
は
Ｐ
Ａ
上
り
、
同
下
り
、

谷
田
部
東
Ｐ
Ａ
上
り
各
３
台

分
な
ど
。
21
年
度
の
１
２
９

台
分
に
対
し
半
分
程
度
だ
っ

た
。

　
昨
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
佐
野
Ｓ
Ａ

下
り
で
は
、
商
業
施
設
や
ト

イ
レ
の
改
築
に
加
え
、
駐
車

場
の
舗
装
を
全
面
改
修
。
普

通
車
ま
す
の
一
部
を
大
型
車

と
の
兼
用
に
す
る
こ
と
で
、

駐
車
ま
す
自
体
は
減
ら
し
つ

つ
、
大
型
車
が
よ
り
多
く
止

ま
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
高
速
道
路
は
、
長
距

離
運
行
を
支
え
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
。
一
方
、
近
年
は
大

都
市
部
近
郊
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

を
中
心
に
、
夜
間
に
大
型
車

ま
す
が
慢
性
的
に
不
足
し
、

駐
車
ま
す
以
外
の
場
所
に
駐

車
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

発
生
し
て
い
る
。
場
合
に
よ

っ
て
は
休
憩
施
設
か
ら
最
も

離
れ
た
場
所
に
車
を
止
め
、

停
車
中
の
大
型
車
の
間
を
縫

っ
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
危
険
だ
。

依
然
平
日
で
約

５
〜
７
割
不
足

　
国
土
交
通
省
に
よ
れ
ば
、

18
〜
21
年
の
４
年
間
で
全
国

に
約
３
０
０
０
台
分
の
駐
車

ま
す
が
増
設
さ
れ
た
が
、
大

型
車
ま
す
は
平
日
で
約
５
〜

７
割
不
足
。
８
時
間
以
上
駐

車
す
る
車
が
あ
り
、
走
行
距

離
の
短
い
車
や
時
間
調
整
の

車
を
多
く
含
む
と
い
う
。

　
休
息
８
時
間
の
確
保
が
、

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
少

な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
背

景
に
は
、
下
道
に
安
心
し
て

休
め
る
場
所
が
少
な
い
、
荷

降
ろ
し
ま
で
時
間
調
整
が
必

要
と
い
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
特
有

の
事
情
も
。
国
は
さ
ら
に
、

22
〜
24
年
度
ま
で
の
３
年
間

で
全
国
約
１
５
０
０
台
分
の

駐
車
ま
す
拡
充
を
計
画
し
て

お
り
、
適
正
利
用
を
呼
び
掛

け
つ
つ
、
休
憩
の
必
要
な
ト

ラ
ッ
ク
が
１
台
で
も
多
く
止

ま
れ
る
環
境
整
備
が
急
が
れ

る
。　 

（
矢
田
　
健
一
郎
）

大型駐車ますの2022年度整備実績
道路名 休憩施設名 拡充数

東北道
長者原ＳＡ（上り） ７
三本木ＰＡ（下り） ８
佐野ＳＡ（下り） 32

常磐道

ならはＰＡ（上り） ３
ならはＰＡ（下り） ３
谷田部東ＰＡ（上り） ３
谷田部東ＰＡ（下り） ２

関越道
土樽ＰＡ（上り） ２
土樽ＰＡ（下り） １
計 61

目

注

ＮＥＸＣＯ東管内の駐車ます

22年度、大型61台整備
一部普通車と兼用も

「運びたくても運べない時代」の企業対応
～配車のしやすさ、運びやすさ、付帯作業の低減を進めることは、必須の課題に～

発・着荷主
への協力依
頼

▷意識改革→サービス（無償・厚遇）の適正化、有償化
　•配車しやすさ：情報共有の早期化、精度向上
　• 運びやすさ：発注量、配送頻度、納品リードタイム、納品時間

適正化
　•付帯作業軽減：荷降ろし/検品業務の簡素化
　•待ち撲滅：荷待ち/納品待ち、再配達の極小化・有償化
▷適正単価の受け入れ

物流企業の
取り組み

▷実態把握、非効率業務の見直し
　•業務改善、マテハン/デジタル技術の活用含む
▷収益管理（コスト高騰要因）の可視化
▷適正単価の算出、交渉
▷働きやすい環境整備
▷賃金アップ

　
ト
ラ
ッ
ク
企
業
に
よ
る
運
賃

値
上
げ
交
渉
は
、
大
手
が
先
ん

じ
て
進
め
、
中
堅
・
中
小
も
波

に
乗
る
形
で
追
随
し
て
い
る
。

荷
主
も
従
来
と
異
な
り
、
値
上

げ
を
受
け
入
れ
る
方
向
に
向
か

っ
て
き
た
。
特
に
24
年
問
題
を

理
解
し
、「
こ
の
ま
ま
で
は
運
ん

で
も
ら
え
な
く
な
る
」
と
の
認

識
を
持
つ
企
業
は
、
前
向
き
に

応
え
て
い
る
。

　
一
方
、
荷
主
を
全
体
的
に
見

れ
ば
、
運
賃
値
上
げ
へ
の
理
解

が
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
。
主
な
原
因
と
考
え

ら
れ
る
の
が
、
24
年
問
題
に
対

す
る
認
識
不
足
。
例
え
ば
、
荷

主
の
物
流
部
門
は
24
年
問
題
に

よ
り
、
物
流
費
が
上
昇
す
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
て
も
、
な
ぜ

単
価
ア
ッ
プ
の
要
求
が
来
て
お

り
、
受
け
入
れ
な
い
と
ど
う
な

る
か
を
経
営
層
に
正
し
く
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受

け
ら
れ
る
。

　
体
力
不
足
に
よ
り
、
企
業
で

価
格
転
嫁
分
を
払
う
資
金
が
捻

出
で
き
な
い
財
務
的
課
題
も
あ

る
。
日
本
の
企
業
の
大
半
は
中

小
規
模
で
、
収
益
性
の
低
さ
か

ら
、
物
流
コ
ス
ト
の
ア
ッ
プ
に

あ
て
が
う
余
力
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
が
実
態
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ

禍
で
体
力
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
、

よ
う
や
く
立
ち
直
ろ
う
と
す
る

中
で
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
増
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。

◆
大
手
モ
デ
ル
を
追
随

　
ま
た
、
課
題
は
運
送
企
業
側

に
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
業
界
は

貨
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
確
保

し
、
効
率
的
に
回
す
こ
と
で
一

定
の
運
賃
に
抑
え
て
も
収
益
を

確
保
で
き
る
、
大
手
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
前
提
に
運
賃
を
設

定
し
て
き
た
。
だ
が
、
貨
物
量

の
確
保
も
効
率
化
も
進
ん
で
お

ら
ず
、
多
品
種
少
量
へ
の
対
応

を
は
じ
め
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
だ

け
が
上
が
っ
た
。
結
果
と
し

て
、
残
業
し
な
が
ら
対
応
す
る

こ
と
で
、
何
と
か
収
益
を
確
保

し
て
い
る
。

　
ど
の
業
界
に
も
共
通
す
る
こ

と
だ
が
、
物
流
受
託
企
業
に
と

っ
て
荷
主
に
値
上
げ
を
求
め
た

結
果
、
契
約
を
切
ら
れ
る
こ
と

が
一
番
怖
い
。
実
際
は
他
の
運

送
企
業
に
依
頼
す
る
こ
と
が
難

し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
引

が
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
、

価
格
見
直
し
を
要
請
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
大
手
が

で
き
る
の
だ
か
ら
、
中
小
も
で

き
る
の
が
当
た
り
前
と
考
え
る

荷
主
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。

　
24
年
問
題
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
適
正
運
賃
収
受
を
進
め
る

に
は
、
荷
主
、
運
送
企
業
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
も
含
め

た
関
係
者
全
体
で
、
物
流
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。◆「

運
べ
な
い
」時
代
へ

　
図
は
環
境
の
変
化
を
、
過

去
、
近
年
、
将
来
ご
と
に
表
し

て
い
る
。
昭
和
〜
平
成
初
期
の

過
去
は
、
物
量
が
増
加
し
、
物

流
サ
ー
ビ
ス
も
ほ
ど
ほ
ど
で
よ

か
っ
た
。
運
べ
ば
運
ぶ
ほ
ど
も

う
か
り
、
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
業
界
の
一
つ
だ
っ
た

た
め
、
あ
る
程
度
の
人
材
を
確

保
で
き
た
。

　
近
年
は
物
流
疲
弊
時
代
に
入

っ
た
。
Ｅ
Ｃ
の
発
展
な
ど
に
よ

り
物
量
は
増
え
、
求
め
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
も
高
度
化
。
残
業
頼

み
で
生
産
性
が
悪
く
、
薄
利
多

売
と
な
れ
ば
、
結
果
的
に
収
益

が
出
な
い
の
で
、
人
材
を
集
め

る
た
め
の
魅
力
も
低
下
し
た
。

　
24
年
４
月
以
降
は
、
運
び
た

く
て
も
運
べ
な
い
時
代
が
到
来

す
る
。
既
に
、
月
60
時
間
を
超

え
る
残
業
代
の
割
増
賃
金
率
を

50
％
に
引
き
上
げ
る
措
置
が
、

中
小
で
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
当
分
の
間
は
物
量
増

が
予
想
さ
れ
る
中
、
現
状
の
物

流
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
は
な
か
な

か
下
が
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
残

業
前
提
の
「
力
業
」
で
運
ん
で

い
た
荷
物
が
ど
ん
ど
ん
運
べ
な

く
な
る
。
割
増
賃
金
率
の
引
き

上
げ
で
、
支
出
が
増
え
、
収
益

が
出
な
く
な
る
。
賃
上
げ
も
難

し
く
な
り
、
業
界
の
魅
力
は
さ

ら
に
落
ち
る
。

◆
協
力
要
請
で
き
る
環
境
を

　
解
決
に
は
行
政
、
業
界
の
両

輪
で
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
行
政
に
対
し
て
は
、
24
年

問
題
に
よ
り
何
が
起
こ
る
か
を

世
の
中
に
広
く
周
知
す
る
と
と

も
に
、
無
償
サ
ー
ビ
ス
や
手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
を
、
適
正
化
、
も

し
く
は
有
償
化
し
な
い
と
、
本

当
に
モ
ノ
が
運
べ
な
い
こ
と
を

知
ら
せ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
昔
は
人
手
が
足
り
ず
運
べ
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
今
は
人
手

が
あ
っ
て
も
運
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
。
解
決
に
は
、
配
車
の
し

や
す
さ
、
運
び
や
す
さ
、
付
帯

作
業
の
低
減
は
必
須
の
課
題
。

こ
う
し
た
課
題
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
コ
ス
ト
は
増
え
続
け
、

運
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
認
識
を
、
荷
主
に
持
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
運
送
企
業
は
実
態
把
握
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
コ
ス
ト

増
の
要
因
が
ど
こ
に
あ
る
か
の

収
益
管
理
を
行
っ
た
上
で
、
適

正
単
価
の
算
出
と
改
善
を
荷
主

に
求
め
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ

う
。
台
数
、
積
載
率
な
ど
を
踏

ま
え
、
１
人
当
た
り
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
１
日
に
ど
れ
だ
け
の
荷

物
を
運
び
、
残
業
代
込
み
で
、

収
益
を
出
す
に
は
ど
の
く
ら
い

の
運
賃
が
必
要
か
を
計
算
す
る

の
は
企
業
存
続
の
要
と
な
る
。

　
そ
の
上
で
、
ど
の
運
行
の
ど

の
場
面
で
コ
ス
ト
増
に
つ
な
が

っ
て
い
る
か
を
可
視
化
す
れ

ば
、
単
に
値
上
げ
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、「
こ
こ
に
協
力
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
運
賃
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
」「
運
賃
値
上
げ

は
し
な
い
代
わ
り
、
こ
の
部
分

は
有
償
化
す
る
」
と
い
っ
た
協

力
要
請
が
可
能
に
な
る
。

　
ま
た
交
渉
と
と
も
に
、
非
効

率
業
務
の
見
直
し
も
不
可
欠
と

言
え
る
。
人
力
の
作
業
に
は
限

界
が
あ
り
、
中
小
も
マ
テ
ハ
ン

機
器
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
取
り
組
む
べ
き
だ
ろ
う
。

　
24
年
問
題
は
、
24
年
が
ピ
ー

ク
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
締
め

付
け
が
始
ま
り
、
事
後
対
策
で

は
手
遅
れ
と
な
り
か
ね
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
は
世
の
中

に
物
流
の
危
機
を
し
っ
か
り
伝

え
る
。
運
送
企
業
も
自
助
努
力

を
続
け
な
が
ら
、
必
要
な
協
力

要
請
を
荷
主
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
現
在
は
、
企
業
存
続
を
本

気
で
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
。
自

助
努
力
で
補
え
な
い
部
分
は
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
も
頭
の

片
隅
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
上
限
規
制
の
適
用
に
伴
う
「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
抱
え
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界
。
安
定
し
た
輸
送

力
確
保
に
は
、
人
手
不
足
の
解
消
が
不
可
欠
だ
が
、
要
と
な
る
適
正
運
賃
収
受
は
進
展
し
て
い
な
い
。
イ
ー
・
ビ
ー
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
岡
卓
也
氏
は
「
物
流
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
悪
化
し
て
い
る
」
と
し
、
行
政
は
世
の
中
に

深
刻
な
物
流
危
機
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
の
周
知
を
、
運
送
企
業
は
コ
ス
ト
増
の
原
因
を
把
握
し
、
荷
主
に
改
善
を
求
め

る
こ
と
が
重
要
と
す
る
。 

（
文
責
・
小
林
　
孝
博
）

　
お
か
・
た
く
や
＝
１
９
７
３
年
生
ま
れ
。
大
阪
府
出
身
。
法
大
法
卒
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
企
業
に
、
物
流
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
領
域
を
中
心
と
し
た
戦
略
提
案
か
ら
業
務
改
善
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
ま
で
実
施
。
昨
今
は
「
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
効
果
最
大
化
の
た
め
の
業
務
改

善
の
す
ゝ
め
」
を
強
く
推
奨
し
て
い
る
。

イ
ー
・
ビ
ー
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

岡
卓
也 

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

に
聞
く 

三位一体の取り組み必要

コスト増要因、可視化を

～物流24年問題～
有 識 者 に 聞 く

過去 近年 今後（の不安）
運べば稼げる時代 物流疲弊時代 運びたくても運べない時代

物量 高度経済成長 多品種少量
ECの発展

？

サー
ビス ほどほどサービス 多品種少量

サービスの高度化

収益 運ぶ＝もうかる 薄利多売
残業頼み

人材
稼げる業界 魅力低下 働きやすいが稼げない

2024年問題
（残業規制、
割増賃金…）

荷
扱
い
量
／
車

赤字

損益分岐点
就業時間外

就業時間内

（残業）

物流を取り巻く環境の変化


